
図 Auのフェルミ端の光電子スペクトルと 
フェルミ・ディラック分布関数のフィッティング結果 
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BL28高分解能角度分解光電子分光装置の建設と現状 
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Photon Factory BL-28のエンドステーションに最近、建設された高分解能角度分解
光電子分光装置の現状について報告する。本装置は高温超伝導体や巨大磁気抵抗マ

ンガン酸化物に代表される強相関物質のフェルミ面、バンド分散、準粒子構造を直

接的に観測することを目的として建設された。高エネルギー分解能電子エネルギー

分析器SES-2002(Gammadata-Scienta社製)を装備し、分析器のエネルギー分解能は
Xeガスを用いた分解能評価で0.9 meVを達成している。角度分解光電子分光用に開
発されたヘリウムフロー式低温測定用マニピュレータは試料を低温の状態で２軸回

転することができる[1]。これにより、２次元運動量空間を走査することができ、２
次元的電子構造を持つ物質のフェルミ面の形状を簡便にマップできる点が特徴であ

る。 
昨夏、アンジュレータ専用化されたビームラインには不等間隔平面回折格子を用い

た高分解能の分光器[2]が設置され光学系の調整が行われた。エンドステーションの
立ち上げ作業は昨年１１月より開始され、昨年末にはビームラインに接続した予備

実験ができるようになり、強相関物質のフェルミ面やバンド構造が観測できる状態

になったことを確認した。エネルギー分解能に関して下図に励起エネルギー65eVで
測定したAuのフェルミ端を示す。フェルミ・ディラック分布関数を用いたフィッテ
ィングから全エネルギー分解能は約14meVと求められ、この励起エネルギー領域と
しては、高分解能が達成されていることがわかる。この結果は予備的なものである

が、今後、分光器、エネルギー分析器の調整を更に行い励起光エネルギー60eV～
100eVの領域で10meVを切る分解能を目指したい。 
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